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之御基本｣が確立することは難 しいことをくり返 し言上 し,ようやく納得 した旨の返事を得
た9)0
天皇が浪華に行幸 し,そのまま大坂の地に ｢行在 (行在所-巡幸の時などの仮の宮)｣を定める
というものであるから,この時はたして大久保は遷都とまで言ったかどうか｡幕末,文久3年



























































































































坂-移すこと (行幸中)を決した02月24日,人坂行幸を3月 5日と内定oLかし,3月 2日,











保の意図- 遷都もしくは親祉行幸- は成功 したとみてよいだろうO
天皇が一度遠く大坂まで動いたということは大きな意味を持った｡4月16日の木戸の日記に

















































































人 文 学 報
しかしながら,政府部内では,引続いて検討されていたことは,6月11日に,木戸孝允と岩倉













又 一同謁条公細に評議す,別に無異論,実に御束幸の-一件は,辱 くも至尊御忘断にて今 日
の機に当り平定の際に至 りては,百の賞罰其他大所分親しく御裁決在らせらる のゝ思食,
神州大興起の御基真に干麦相関せ り,依て御一決の上は,迅急帰京復命せん事を思ふ---













裁｣ と (親政)であることを強調 していることである｡すなわち,束幸は関東の人心を ｢鎮
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東京 ｢遷都｣の政治過樺 (佐々木)







































































































































































































































































































































人 文 学 報
55) 佐々木克著 『志士と官僚』(ミネルヴァ書房,1984年)2ページ以下｡
56) F大久保利通日記』上巻,487ページ｡
57)FI二条実美公年譜』(宗高書房,1969年)646ページ0
58) 『岩倉具視関係文書』第四,188ページ｡
59) 『法令全書』｡
60) 同上｡
61)『明治天皇紀』第二,17,28ページ｡
62) 『木戸孝允日記』-,184ページ｡
63) 『法令全書』｡
64) 『東京市史稿』皇城編第四,232ページ｡
65) 宮城と皇城の違いについては F東京市史稿』皇城編第四,232,233ページ参照｡
66) 『木戸孝允文書』三,279ペ-ジ｡
67)『明治天皇紀』第二,371,373ページ｡
68) 『広沢真臣日記』460ページ｡
69) 岡部精一前出書,230ページ｡
70) 『大久保利通文書』第三,135ページ｡
71) 旧著 『志士とIl一･;僚』49ページで,大常会を東京で行う旨の発表を,明治3年3月25日にしたごと
く書いているが,これは ｢明治四年三月｣の六字が脱落したためである｡校正ミスであるが,ここ
でおわびとともに訂正しておきたい｡
72) 高木博志 ｢東京隻郡と留守17｣(F日本史研究』296号,1987年)は,留守官についての唯一の研
究である｡ここで高木は,留守官の廃止に先行する明治3年12月22日の,留守官を留守宮内省に合
併するという布告が,維新政府が東京 ｢実都｣から東京 ｢遷都｣-と,政策を転換させたことを表
明したものであると評価している｡
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